
【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■帯広市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：26校、児童数：1262人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

「国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本
的な事項を定着させる授業を行った」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回っている。

学校質問紙

○

○

○

○

○ 国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国を上回っている。

算数では、「図形」「数量関係」で全道を上回ってい
る。

学力向上プロジェクトチームによる若手教員等を対象にした授業・学級経営についての研修会の開催

教　　　科

各学校で、国語の指導として、漢字・語句など
基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行った結果、国語の授業で学習したことは、
将来、社会に出たときに役に立つと思うと回
答する児童が増え、国語の「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上
回ったと考えられる。

【帯広市の学力向上策】

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

○

○ 「算数の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

児童質問紙

「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う」と回答した児童の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○ 各学校で、算数の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、算数の勉強は大切だと
思うと回答する児童が増え、算数の「図形」
「数量関係」で全道を上回ったと考えられる。

◎

◎ ＣＲＴの分析と弱点単元の授業改善を図る資料提供

家庭学習の時間の確保及び生活習慣の改善
全国学力・学習状況調査などの結果分析を踏まえた指導方法の工夫改善◎

◎
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎

生徒質問紙

○○

教　　　科

■帯広市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：14校、生徒数：1243人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎
◎

【帯広市の学力向上策】

全国学力・学習状況調査などの結果分析を踏まえた指導方法の工夫改善
家庭学習の時間の確保及び生活習慣の改善

学力向上プロジェクトチームによる若手教員等を対象にした授業・学級経営についての研修会の開催◎

学校質問紙

各学校で、数学の指導として、発展的な学習
の指導をよく行った結果、数学の授業はよく
わかると回答した生徒が増え、数学の「数と
式」「図形」で全国を上回ったと考えられる。

○
○

○ 「数学の指導として発展的な学習の指導を行った」
と回答した学校の割合が全国及び全道を上回って
いる。

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を通
じて、学校全体として取り組んでいる」と回答した
学校の割合が全国及び全道を上回っている。

ＣＲＴの分析と弱点単元の授業改善を図る資料提供

○

○ 「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり書いたりしている」と回答した生徒の割合が
全国を上回っている。

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が全国を上回っている。

各学校で言語活動について、国語科だけでは
なく、各教科、道徳、総合的な学習の時間及
び特別活動を通じて、学校全体として取り組
んだ結果、目的に応じて自分の考えを話した
り書いたりしていると回答した生徒が増え、国
語の「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全
国を上回ったと考えられる。

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国
を、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全道及び全国を上回っている。

○ 数学では、「数と式」「図形」で全国を上回ってい
る。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○ 国語では、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」で全国を上回っている。

算数では、「数と計算」「量と測定」「数量関係」で全
国に最も近くなっている。

■音更町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：13校、児童数：441人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

教　　　科

各学校で、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組む指導を行った結果、自
分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝
わるように理由を示したりするなど、話や文章
の組み立てを工夫したと回答する児童が増
え、国語の「書くこと」「伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項」で全国を上回ったと
考えられる。

○

◎

◎ 全国学力・学習状況調査及び標準学力検査等の調査結果の分析、検証に基づく学習指導の改善

学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引き」及び「家庭学習のすすめ」の全家庭への配付と活用
チャレンジテストの活用や補充学習等による基礎学力の定着◎

町による臨時教員の配置◎
【音更町の学力向上策】

児童質問紙

学校質問紙

各学校で、平成30年度全国学力・学習状況調
査の分析結果を学校全体で教育活動を改善
するために活用した結果、算数の授業の内容
はよく分かると回答した児童が増え、「数と計
算」「量と測定」「数量関係」で全国に最も近づ
いたと考えられる。

○

○ 「平成30年度全国学力・学習状況調査の自校の分
析結果について、学校全体で教育活動を改善する
ために活用した」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組むことができている」と回答した学校
の割合は、全国及び全道を上回っている。

○

「算数の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が全国を上回っている。

○

「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりする
とき、うまく伝わるように理由を示したりするなど、
話や文章の組み立てを工夫した」と回答した児童
の割合が全国を上回っている。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

各学校で、国語の指導として、目的や相手に
応じて話したり聞いたりする授業を行った結
果、国語の授業では、目的に応じて、自分の
考えを話したり書いたりしていると回答した生
徒が増え、国語の全ての領域で全国を上
回ったと考えられる。

○

○ 「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

○

○○

○

◎
◎

【音更町の学力向上策】

チャレンジテストの活用や補充学習等による基礎学力の定着
学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引」及び「家庭学習のすすめ」の全家庭への配付と活用

全国学力・学習状況調査及び標準学力検査等の調査結果の分析、検証に基づく学習指導の改善◎

学校質問紙
○ 「数学の指導として、実生活における事象との関

連を図った授業を行った」と回答した学校に割合
が全国及び全道を上回っている。

「国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行った」と回答した学校の割
合が全国及び全道を上回っている。

各学校で、数学の指導として、実生活におけ
る事象との関連を図った授業を行った結果、
数学の授業の内容はよく分かると回答した生
徒が増え、数学の「数と式」「資料の活用」で
全国を上回ったと考えられる。

生徒質問紙

■音更町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、生徒数：485人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科

国語では、全ての領域で全国を上回っている。

数学では、「数と式」「資料の活用」で全国を上
回っている。

○ 「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

〇 英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。
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【児童質問紙調査】

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

教職員の共通理解を図り作成した学校改善プランに基づいた授業改善の取組

授業改善につながる校内研修の充実

各学校で、言語活動について、国語科だけで
はなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的な
学習の時間及び特別活動を通じて、学校全
体で取り組んだ結果、国語の授業で自分の
考えを話したり書いたりするときに、うまく伝わ
るように理由を示したりするなど、話や文章の
組立てを工夫していると回答した児童が増
え、国語の「話すこと・聞くこと」で全国に最も
近づいたと考えられる。

学生ボランティアの積極的な活用等による、学習サポートの充実◎
【士幌町の学力向上策】

児童質問紙

全ての学校が、「言語活動について、国語科だけ
ではなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学
習の時間及び特別活動を通じて、学校全体で取り
組んだ」と回答している。

○

全ての学校が、「算数の指導として、実生活におけ
る事象との関連を図った授業を行った」と回答して
いる。

○

「算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを
解いてみたいと思う」と回答した児童の割合が全
国を上回っている。

「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりす
るときに、うまく伝わるように理由を示したりするな
ど、話や文章の組立てを工夫している」と回答した
児童の割合が全国を上回っている。

○

○

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」で全国に最も近く
なっている。

○

◎

◎ 「家庭学習の手引」を活用した家庭と連携を図った学習習慣の確立

学習課題の解決に努力を要する児童に着目した学力の底上げを図る指導の工夫

家庭との連携を図った「ノーテレビデー」「ノーゲームデー」の実施◎

◎ 一単位時間の終末部分における評価及び習得すべき内容の確実な定着
◎

◎

■士幌町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：58人）

算数では、「量と測定」で全国に最も近くなってい
る。

○

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

各学校で、算数の指導として、実生活におけ
る事象との関連を図った授業を行った結果、
算数の授業で新しい問題に出合ったとき、そ
れを解いてみたいと思うと回答した児童が増
え、算数の「量と測定」で全国に最も近づいた
と考えられる。

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○
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37.9

24.0 26.1
20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

士幌町 全道 全国

％ 国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき

に、うまく伝わるように理由を示したりするなど、話や文

章の組立てを工夫している

56.9

49.7
51.7

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

士幌町 全道 全国

％ 算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解

いてみたいと思う

100.0 

57.8 

46.8 

40.6 

50.4 

1.6 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

士幌町

全道

全国

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的

な学習の時間及び特別活動を通じて、学校全体で取り組んでいる

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

- 428 -



  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

教職員の共通理解を図り作成した学校改善プランに基づいた授業改善の取組

授業改善につながる校内研修の充実

○

○ 英語担当教師とALT(外国語指導助手）との間で、
授業のねらいや活動の意図、各学級や一人一人
の生徒の実態等について共通認識を持ち、協力し
て授業を行うことができている。

○

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体として取り組んでいる。

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動を通じて、学校全体として取り組んだ結
果、国語の授業で自分の考えを話したり書い
たりするとき、うまく伝わるように根拠を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫してい
ると回答した生徒が増え、国語の「書くこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回ったと考えられる。

○ 英語担当教師とALT(外国語指導助手）との
間で、授業のねらいや活動の意図、各学級や
一人一人の生徒の実態等について共通認識
を持ち、協力して授業を行った結果、英語の
授業の内容はよく分かると回答した生徒が増
え、英語の全ての領域で全国を上回ったと考
えられる。

英語では、全ての領域で全国を上回っている。
○ 「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりす

るとき、うまく伝わるように根拠を示したりするな
ど、話や文章の組立てを工夫している」と回答した
生徒の割合が全国を上回っている。

◎
◎

【士幌町の学力向上策】

一単位時間の終末部分における評価及び習得すべき内容の確実な定着
学習課題の解決に努力を要する児童に着目した学力の底上げを図る指導の工夫

学生ボランティアの積極的な活用等による、学習サポートの充実◎

学校質問紙

◎ 「家庭学習の手引」を活用した家庭と連携を図った学習習慣の確立
◎
◎ 家庭との連携を図った「ノーテレビデー」「ノーゲームデー」の実施
◎

■士幌町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：50人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

生徒質問紙

○○

○

教　　　科

国語では、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」で全国を上回っている。

○ 数学では、「図形」で全国を上回っている。

「英語の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が全国を上回っている。
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間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいる

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

- 429 -



【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

全ての学校が、「算数の指導として、補充的な学習
を行った」と回答している。

児童質問紙

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が全国に最も近くなっている。

全ての学校が、「国語の指導として、漢字・語句な
ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行っ
た」と回答している。

○

○

■上士幌町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：42人）

◎ 「家庭学習の手引」を活用した家庭学習の習慣化
学校教育推進支援教員等の配置による、個に応じたきめ細かな指導◎

チャレンジテストの活用、ＣＲＴの全学年実施や長期休業中におけるサポート学習の充実◎
【上士幌町の学力向上策】

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについては、分かるまで教えてく
れる」と回答した児童の割合が全国及び全道を上
回っている。

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙
○

教　　　科

○

○ 各学校で、算数の指導として、補充的な学習
を行った結果、先生は、授業やテストで間違
えたところや、理解していないところについ
て、分かるまで教えてくれると回答した児童が
増え、算数の「量と測定」「図形」「数量関係」
で全国を上回ったと考えられる。

各学校で、国語の指導として、漢字・語句など
基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行った結果、国語の授業の内容はよく分かる
と回答する児童が増え、国語の「話すこと・聞
くこと」「読むこと」で全国を上回ったと考えら
れる。

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国を
上回っている。

算数では、「量と測定」「図形」「数量関係」で全国
を上回っている。

○
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○

「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つ」と回答した生徒の割合が、全国を
上回っている。

○

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を
行った結果、自分の考えを発表する機会で
は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していた
と思うと回答した生徒が増え、国語の「書くこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」で全国を上回ったと考えられる。

英語の指導として、英語を聞いて（一文一文
ではなく全体の）概要や要点をとらえる言語活
動を行った結果、英語の授業で学習したこと
は、将来、社会に出たときに役に立つと回答
した生徒が増え、英語の「聞くこと」で全国を
上回ったと考えられる。

○

○ 英語では、「聞くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

◎
◎

【上士幌町の学力向上策】

「家庭学習の手引」を活用した家庭学習の習慣化
学校教育推進支援教員等の配置による、個に応じたきめ細かな指導

チャレンジテストの活用やＣＲＴの全学年実施、長期休業中の「ＩＴ学習システム」の導入◎

学校質問紙
○ 英語の指導として、英語を聞いて（一文一文では

なく全体の）概要や要点をとらえる言語活動を行っ
た。

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行っ
た。

■上士幌町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：51人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

生徒質問紙

○○

教　　　科

国語では、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」で全国を上回っている。

○ 数学では、「図形」で全国を上回っている。

「自分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して発表していたと思う」と回答した生徒の割
合が、全国を上回っている。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■鹿追町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、児童数：51人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○

○

教　　　科

○

○ 国語では、「読むこと」で全国に最も近くなってい
る。

算数では、「図形」で全国に最も近くなっている。

学習課題の提示と終末を重視した授業の確立

各学校で、家庭学習の課題の与え方につい
て、校内の教職員で共通理解を図った結果、
家で自分で計画を立てて勉強していると回答
した児童が増え、算数の「図形」で全国に最も
近づいたと考えられる。

○ 各学校で、 言語活動について、国語科だけ
ではなく、各教科、道徳、外国語活動、総合
的な学習の時間及び特別活動を通じて、学
校全体として取り組んだ結果、国語の授業で
は、目的に応じて、自分の考えを話したり書
いたりしていると回答する児童が増え、国語
の「読むこと」で全国に最も近づいたと考えら
れる。

◎
【鹿追町の学力向上策】

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した児童の割合
が、全国に最も近くなっている。

○

○ 「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び
特別活動を通じて、学校全体として取り組んでい
る」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

児童質問紙

「家庭学習の課題の与え方について、校内の教職
員で共通理解を図った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

◎

◎ 下位層の児童の学力向上に向けた学習支援員の配置

タブレットパソコン等のICT機器の整備
学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引」の町全体での活用◎
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

各学校で、英語の指導として、聞いたり読ん
だりしたことについて、生徒同士で英語で問
答したり意見を述べ合ったりする言語活動を
行った結果、英語の授業で学習したことは、
将来、社会に出たときに役立つと回答した生
徒が増え、英語の「聞くこと」「読むこと」で全
国を上回ったと考えられる。

○

○ 「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
とき役立つ」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

全ての学校が、「数学の指導として、補充的な学
習の指導を行った」と回答している。

○ 全ての学校が、「英語の指導として、聞いたり読ん
だりしたことについて、生徒同士で英語で問答した
り意見を述べ合ったりする言語活動を行った」と回
答している。

○ 英語では、「聞くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

○

○

各学校で、数学の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、数学の勉強は好きと回
答した生徒が増え、数学の「数と式」「図形」
「資料の活用」で全国を上回ったと考えられ
る。

◎
◎

【鹿追町の学力向上策】

学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引」の町全体での活用
タブレットパソコン等のICT機器の整備

学習課題の提示と終末を重視した授業の確立◎

学校質問紙

生徒質問紙

○○

○教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回っている。

数学では、「数と式」「図形」「資料の活用」で全国
を上回っている。

■鹿追町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：51人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

各学校で、国語の指導として、漢字・語句など
基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行った結果、国語の勉強は大切だと思うと回
答した児童の割合が増え、国語の「話すこと・
聞くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」で、全国を上回ったと考えらえ
る。

児童質問紙

○ 算数では、「数と計算」「量と測定」「図形」で全国を
上回っている。

■新得町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、児童数：32人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○ 国語では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。

○

教　　　科

◎

◎ 習熟の程度に応じた少人数指導の充実

家庭学習の充実
放課後や長期休業日を活用した補充的な学習サポートの実施◎

全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた学校改善プランの充実◎
【新得町の学力向上策】

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

○

○ 「算数の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国及び全道を上回っている。

各学校で、算数の指導として、計算問題など
の反復練習をする授業を行った結果、算数の
勉強は大切だと回答した児童の割合が増え、
算数の「数と計算」「量と測定」「図形」で、全
国を上回ったと考えられる。

○

「国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本
的な事項を定着させる授業を行った」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回っている。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

生徒質問紙

「スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内
容を英語で発表する活動が行われていた」と回答
した生徒の割合が、全国を上回っている。

◎ 習熟の程度に応じた少人数指導の充実

○○

○

○ 「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりす
るとき、うまく伝わるように根拠を示したりするな
ど、話や文章の組立てを工夫している」と回答した
生徒の割合が、全国を上回っている。

教　　　科

各学校で、国語の指導として、目的や相手に
応じて話したり聞いたりする授業を行った結
果、国語の授業で自分の考えを話したり書い
たりするとき、うまく伝わるように根拠を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫してい
ると回答した生徒の割合が増え、国語の「話
すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上
回ったと考えられる。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回っている。

数学では、全ての領域で全国を上回っている。

〇 英語では、「読むこと」で全国を上回っている。

◎
◎

【新得町の学力向上策】

放課後や長期休業日を活用した補充的な学習サポートの実施
家庭学習の充実

全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた学校改善プランの充実◎

学校質問紙 ○ 「英語の指導として、聞いたり読んだりしたことにつ
いて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の
考えを英語で書いたりする言語活動を行った」と回
答した学校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

「国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

各学校で、英語の指導として、聞いたり読ん
だりしたことについて、その内容を英語で書い
てまとめたり自分の考えを英語で書いたりす
る言語活動を行った結果、スピーチやプレゼ
ンテーションなど、まとまった内容を英語で発
表する活動が行われていたと思うと回答した
生徒の割合が増え、英語の「読むこと」で、全
国を上回ったと考えられる。

○

○

■新得町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：38人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■清水町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：76人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

「国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

学校質問紙

○

○

○

○

教　　　科

各学校で、国語の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、国語の授業の内容はよ
く分かると回答した児童が増え、国語の「読む
こと」で全国を上回ったと考えられる。

○

○

算数では、「数と計算」「図形」で全国を上回ってい
る。

国語では、「読むこと」で全国を上回っている。

◎

◎ 全国学力・学習状況調査及び標準学力検査等の調査結果の分析、検証に基づく学習指導の改善

学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引」及び「家庭学習のすすめ」の全家庭への配付と活用
チャレンジテストの活用や補充学習等による基礎学力の定着◎

町による臨時教諭の配置◎
【清水町の学力向上策】

「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できないか考える」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

○

○

各学校で、習得・活用及び探究の学習過程を
見通した指導方法の改善及び工夫をした結
果、算数の授業で学習したことを、普段の生
活の中で活用できないか考えると回答した児
童が増え、算数の「数と計算」「図形」で全国を
上回ったと考えられる。

「習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導
方法の改善及び工夫をした」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

児童質問紙

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が、全国を上回っている。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○ 「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う」と回答した生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。

「英語の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の割
合が、全国を上回っている。

各学校で、国語の指導として、漢字・語句など
基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行った結果、国語の授業で学習したことは、
将来、社会に出たときに役に立つと思うと回
答した生徒が増え、国語の「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国及び全
道を上回ったと考えられる。

○○

○

◎
◎

【清水町の学力向上策】

チャレンジテストの活用や補充学習等による基礎学力の定着
学習習慣の定着に向けた「家庭学習の手引」及び「家庭学習のすすめ」の全家庭への配付と活用

全国学力・学習状況調査及び標準学力検査等の調査結果の分析、検証に基づく学習指導の改善◎

学校質問紙

各学校で、英語の指導として、英語を聞いて
概要や要点をとらえる言語活動を行った結
果、英語の勉強は大切だと思うと回答した生
徒が増え、英語の「聞くこと」で全国及び全道
を上回ったと考えられる。

○
○

○ 「英語の指導として、英語を聞いて概要や要点をと
らえる言語活動を行った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

全ての学校が、「国語の指導として、漢字・語句な
ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行っ
た」と回答している。

生徒質問紙

教　　　科

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国及び全道を上回っている。

英語では、「聞くこと」で全国及び全道を上回ってい
る。

■清水町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：72人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）数学（関数）

数学（資料の活用）

英語（聞くこと）

英語（読むこと）

英語（書くこと）

清水町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

50.0 

35.3 

30.2 

50.0 

55.0 

57.0 

9.2 

12.3 

0.3 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清水町

全道

全国

英語の指導として、英語を聞いて概要や要点をとらえる言語活動を行った

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

62.5

53.9

58.9

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

清水町 全道 全国

％ 英語の勉強は大切だと思う

59.7

54.1 53.7
50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

清水町 全道 全国

％ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た

ときに役に立つと思う

100.0 

63.9 

61.2 

35.3 

37.1 

0.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清水町

全道

全国

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を

行った

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

- 437 -



【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「算数の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が全国及び全国を上
回っている。

○

○

○ 国語では、「読むこと」で全国に最も近くなってい
る。

算数では、「図形」で全国に最も近くなっている。

◎

◎ 授業と連動した朝学習や家庭学習の推進

小学校低学年での読み書き支援の実施や小学校の全学年における１学級35人以下となる学級編成の取組
全国学力・学習状況調査等で明らかになった成果や課題を踏まえた授業改善とたしかめテストの実施◎

◎
学習課題の提示と終末を重視した授業の確立
教育活動助手や学校支援員の配置

児童質問紙

「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応
じて、必要な語や文を見つけたり、文章や段落ど
うしの関係を考えたりしながら読んでいる」と回答
した児童の割合が、最も全国に近くなっている。

○

各学校で、言語活動について、国語科だけで
はなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的
な学習の時間及び特別活動を通じて、学校
全体として取り組んだ結果、国語の授業で文
章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な
語や文を見つけたり、文章や段落どうしの関
係を考えたりしながら読んでいると回答した
児童の割合が増え、「読むこと」で全国に最も
近くなったと考えられる。

○ 各学校で、算数の指導として、発展的な学習
の指導を行った結果、算数の勉強は好きだと
回答した児童の割合が増え、算数の「図形」
で全国に最も近くなったと考えられる。

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び
特別活動を通じて、学校全体として取り組んでい
る」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

◎
少人数指導や習熟度別指導等の充実◎

【芽室町の学力向上策】

■芽室町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：200人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○

教　　　科

「算数の勉強は好きだ」と回答した児童の割合が
全道とほぼ同様である。

○
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○
○

○ 全ての学校が、「英語の指導として、英語を聞いて
（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる
言語活動を行った」と回答している。

各学校が、国語の指導として、書く習慣をつけ
る指導を行った結果、国語の授業では、目的
に応じて、自分の考えを話したり、書いたりし
ていると回答した生徒の割合が増え、「書くこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」で全国を上回ったと考えられる。

◎
◎

【芽室町の学力向上策】

全国学力・学習状況調査等で明らかになった成果や課題を踏まえた授業改善
長期休業中における各学校での補習の実施

少人数指導や習熟度別指導等の充実◎

学校質問紙

◎

全ての学校が、「国語の指導として、書く習慣をつ
ける指導を行ったと」回答している。

生徒及び保護者への年間授業計画の提示と家庭学習の推進

各学校が、英語の指導として、英語を聞いて
（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとら
える言語活動を行った結果、英語の授業の内
容はよく分かる」と回答した生徒の割合が増
え、英語の、「聞くこと」「書くこと」で全国を上
回ったと考えられる。

■芽室町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、生徒数：172人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり、書いたりしている」と回答した生徒の割合
が全国を上回っている。

◎ 学習課題の提示と終末を重視した授業の確立
◎ 教育活動助手や学校支援員の配置

○

生徒質問紙

「英語の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が全国を上回っている。

国語では、「書くこと」で全国を、「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国及び全道を
上回っている。

○ 英語では、「聞くこと」「書くこと」で全国を上回って
いる。

○○
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「学力・体力向上サポート委員会」の設置、分析結果・授業改善の方策等を掲載した調査結果概要版の全戸配付による村民
への公表、児童の学習状況の改善、家庭や地域の教育力の向上の推進

◎
◎

少人数指導や習熟度別学習等の指導による個に応じたきめ細かな指導の充実
放課後学習及び長期休業中の学習指導の充実

◎

◎ ＰＴＡ連合会と連携し、家庭生活見直しのため毎月第２土曜日における「ノーテレビデー・ノーゲームデー」の設定及び全村民
への啓発
「家庭学習の手引」を全家庭に配付するなど、保護者と連携した取組の推進◎

○
○

■中札内村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：38人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

算数では、全ての領域で全国を上回っている。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回っている。

「国語の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

学校質問紙

○

各学校で、国語の指導として、発展的な学習
の指導を行った結果、国語の授業で学習した
ことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり
書いたり読んだりするときに活用しようとして
いると思うと回答した児童が増え、国語の「話
すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上
回ったと考えられる。

教職員の実践的指導力向上のため、長期休業中における２村（更別村）の合同研修会等の実施◎
【中札内村の学力向上策】

○

○ 「算数の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

児童質問紙

「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中
で、話したり聞いたり書いたり読んだりするときに
活用しようとしていると思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中
で活用できないか考える」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

各学校で、算数の指導として、発展的な学習
の指導を行った結果、算数の授業で学習した
ことを、普段の生活の中で活用できないか考
えると回答した児童が増え、算数の全ての領
域で全国を上回ったと考えられる。

○

教　　　科

○
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○ 「国語の授業では、目的に応じて自分の考えを話
したり書いたりしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

「原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の
考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われ
ていたと思う」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業を行った結果、国語の
授業では、目的に応じて自分の考えを話した
り書いたりしていると回答した生徒の割合が
増え、国語の全ての領域で全国を上回ったと
考えられる。

〇 数学では、全ての領域で全国を上回っている。

英語では、全ての領域で全国を上回っている。

英語の指導として、聞いたり読んだりしたこと
について、生徒同士で英語で問答したり意見
を述べ合ったりする言語活動を行った結果、
原稿などの準備をすることなく、（即興で）自
分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動
が行われていたと思うと回答した生徒の割合
が増え、英語の全ての領域で全国を上回った
と考えられる。

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行った。

◎
◎

【中札内村の学力向上策】

家庭学習の在り方の周知や評価（意欲を高めるコメント等）の取組の推進
「学力・体力向上サポート委員会」の設置、分析結果・授業改善の方策等を掲載した調査結果概要版の全戸配付による村民
への公表、生徒の学習状況の改善、家庭や地域の教育力の向上の推進

教職員の実践的指導力向上のため、長期休業中における２村（更別村）の合同研修会等の実施◎

学校質問紙
○ 英語の指導として、聞いたり読んだりしたことにつ

いて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ
合ったりする言語活動を行った。

◎
◎
◎

少人数指導や習熟度別学習等の指導による個に応じたきめ細かな指導の充実
放課後学習及び長期休業中の学習指導の充実

■中札内村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：32人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

ＰＴＡ連合会と連携し、家庭生活見直しのため毎月第２土曜日における「ノーテレビデー・ノーゲームデー」の設定及び全村民
への啓発

生徒質問紙

○○

○

教　　　科

国語では、全ての領域で全国を上回っている。

○

○
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よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない
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あまり行っていない 全く行っていない
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

各学校で、算数の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、算数の授業で問題を
解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ると回答した児童が増え、算数の「量と測定」
で全国に最も近づいたと考えられる。

「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く
方法がないか考える」と回答した児童の割合が、
全国に最も近くなっている。

■更別村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：26人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○ 全ての学校が「算数の指導として、補充的な学習
の指導を行った」と回答している。

各学校で、授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んだ結果、国語
の問題について、全ての書く問題で最後まで
解答を書こうと努力したと回答した児童が増
え、国語の「話すこと・聞くこと」で全国を上
回ったと考えられる。

○
児童質問紙

○

教　　　科

○

「児童は、授業では、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組むことができていると思
う」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

○

○ 国語では、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

算数では、「量と測定」で全国に最も近くなってい
る。
「国語の問題について、全ての書く問題で最後ま
で解答を書こうと努力した」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

○

村教委主催の長期休業中における小・中学生を対象とした学習会の実施◎

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進◎
【更別村の学力向上策】

◎ 教職員の実践的指導力向上のため、長期休業中における２村（中札内村）の合同研修会等の実施

個に応じた指導の充実のため、校内研修プログラムを活用した校内研修の充実
学びの連続性を確保するための小中連携教育の推進
分析結果・授業改善の方策等を広報を通じて全村民に周知することによる、学校における指導の充実や児童の学習状況の
改善促進、家庭・地域と連携した教育力向上の推進

◎
◎
◎
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そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない
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　【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 個に応じた指導の充実のため、校内研修プログラムを活用した校内研修の充実
◎ 学びの連続性を確保するための小中連携教育の推進
◎ 分析結果・授業改善の方策等を広報を通じて全村民に周知することによる、学校における指導の充実や児童の学習状況の

改善促進、家庭・地域と連携した教育力向上の推進

○

英語では、全ての領域で全国を上回った。
○ 「読書は好き」と回答した生徒の割合が、全国及び

全道を上回った。

○

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動を通じて、学校全体として取り組んだ結
果、読書は好きと回答する生徒が増え、国語
の「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」で
全国を上回ったと考えられる。

◎
◎

【更別村の学力向上策】

教職員の実践的指導力向上のため、長期休業中における２村（中札内村）の合同研修会等の実施
村教委主催の長期休業中における小・中学生を対象とした学習会の実施

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進◎

学校質問紙
○ 英語の指導として、英語でスピーチやプレゼン

テーションなど、まとまった内容を英語で発表する
言語活動を行った。

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体として取り組んだ。

英語の指導として、英語でスピーチやプレゼ
ンテーションなど、まとまった内容を英語で発
表する言語活動を行った結果、授業では、原
稿などの準備をすることなく、自分の考えや
気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われて
いたと回答する生徒が増え、英語の全ての領
域で全国を上回ったと考えられる。

■更別村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：35人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」で全国を上回った。

「授業では、原稿などの準備をすることなく、自分
の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行わ
れていた」と回答した生徒の割合が、全国を上
回った。

〇

○

生徒質問紙

〇 数学では、「数と式」で全国を上回った。

○○
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間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいる

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

- 443 -



【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

加配教員の有効活用、ティーム・ティーチングや習熟度別・少人数指導、補充学習の実施による個に応じた指導の充実◎
【大樹町の学力向上策】

「算数の授業で新しい問題に出会ったときに、それ
を解いてみたいと思う」と回答した児童の割合が全
国に近く、全道を上回っている。

○

児童質問紙

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行った。

学校質問紙

○

○

算数の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た。

○

◎

◎ 普段の「わかる楽しい力の付く授業」の積み上げによる学習意欲の向上と基礎的・基本的な学力の確実な定着

「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校としての使命の再確認と取組の改善･充実
児童の学習意欲を喚起させ、主体的・対話的に課題解決に取り組み、できるまでやりきらせる授業づくり･学級づくり◎

■大樹町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：45人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科

○ 算数の指導として、発展的な学習の指導を
行った結果、算数の授業で新しい問題に出
会ったときに、それを解いてみたいと回答した
児童が増え、算数の「量と測定」「数量関係」
で全国を上回ったと考えられる。

○ 国語では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業を行った結果、国語の
授業では、目的に応じて、自分の考えを話し
たり、書いたりしていると回答した児童が増
え、国語の「話すこと・聞くこと」「伝統的な言
語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回ったと考えられる。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり、書いたりしている」と回答した児童の割合
が全国を上回っている。

○ 算数では、「量と測定」「数量関係」で全国を上回っ
ている。

○
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 「自己管理手帳」を用いた家庭学習の計画と実施状況について全校体制で指導するシステム
◎ 定期テスト前等に全教職員による「放課後学習」の実施

○

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり、書いたりしている」と回答した生徒の割合
が全国を上回っている。

○ 「英語を聞いて概要や要点をとらえる活動が行わ
れていたと思う」と回答した生徒の割合が全国及
び全道を上回っている。

生徒質問紙

教　　　科

○○

◎
◎

国語では、「書くこと」で全国に最も近くなっている。

英語の指導として、英語を聞いて概要や要点
をとらえる言語活動を行った結果、英語を聞
いて概要や要点をとらえる活動が行われてい
たと思うと回答した生徒が増え、英語の「聞く
こと」で全国に最も近くなったと考えられる。

習熟度別指導の実施による基礎的な学力の定着

学校力向上の取組の指定事業「学校力向上に関する総合実践事業」の成果の普及・啓発◎

■大樹町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：41人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

【大樹町の学力向上策】

校内研修等の実施により、教職員の資質向上を図る取組の充実

数学では、「数と式」で全国に最も近くなっている。

英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなっている。

英語の指導として、英語を聞いて概要や要点をと
らえる言語活動を行った。

学校として、授業改善に取り組んだ結果、国
語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり、書いたりしていると回答した生徒が
増え、国語の「書くこと」で全国に最も近くなっ
たと考えられる。○

○

○

○
○

学校として、授業改善に取り組んだ。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○

各学校で、国語の指導として、書く習慣を付
ける授業を行った結果、国語の授業で自分
の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝
わるように理由を示したりするなど、話や文
章の組み立てを工夫していると回答した児童
が増え、国語の「書くこと」で全国に最も近づ
いたと考えられる。

各学校で、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるよう
な機会を設けた結果、算数の授業で学習した
ことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思うと回答した児童が増え、算数の「数量関
係」で全国に最も近づいたと考えられる。

○

学校質問紙

全ての学校で、国語の指導として、書く習慣を付
ける授業を行った。

○ 「算数の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う」と回答した児童の割合が
全国を上回っている。

○ 「各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解
決に生かすことができるような機会を設けた」と回
答した学校の割合が全国及び全道を上回ってい
る。

◎ 教科書と連動したクラウド教材とタブレットの導入

授業改善支援事業における学力向上に向けた授業改善◎
【広尾町の学力向上策】

◎

◎ 個に応じたきめ細かな学習指導と規律ある生活習慣の定着

長期休業中や放課後を利用した補充的な学習サポートの実施
教員補助員の配置によるつまずきが見られる児童への指導の充実◎

◎ 朝や休み時間を活用した読書活動の実施
◎ 小中連携の充実

■広尾町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：44人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

○ 国語では、「書くこと」で全国に最も近くなってい
る。

児童質問紙

「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりす
るとき、うまく伝わるように理由を示したりするな
ど、話や文章の組み立てを工夫している」と回答し
た児童の割合が全国を上回っている。

○ 算数では、「数量関係」で全国に最も近くなってい
る。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項）

算数（数と計算）

算数（量と測定）

算数（図形）

算数（数量関係）

広尾町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

50.0 

29.4 

18.1 

50.0 

62.5 

66.6 

7.8 

15.2 

0.1 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広尾町

全道

全国

各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができ

るような機会を設けた

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

29.5

24.0
26.1

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

広尾町 全道 全国

％ 国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、

うまく伝わるように理由を示したりするなど、話や文章の

組み立てを工夫している

75.0

71.4
72.3

70.0

71.0

72.0

73.0

74.0

75.0

広尾町 全道 全国

％ 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たと

きに役に立つと思う

100.0 

42.2 

36.3 

53.1 

56.5 

4.6 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広尾町

全道

全国

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

- 446 -



  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 朝の10分間読書の実施

○ 「学校生活をよりよくするために学級活動で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決め
ていると思う」と回答した生徒の割合が全国及び
全道を上回っている。

◎ 中高一貫教育と小中連携の充実

学校生活をよりよくするために、学級活動で
話し合い、互いの意見のよさを生かして解決
方法などを合意形成できるような指導を行っ
た結果、学校生活をよりよくするために学級
活動で話し合い、互いの意見のよさを生かし
て解決方法を決めていると思うと回答した生
徒が増えたと考えられる。

◎ 個に応じたきめ細かな学習指導と規律ある生活習慣の定着
教員補助員や教科指導助手の配置によるつまずきが見られる生徒への指導と教科（数学・英語）の指導の充実

授業改善支援事業における学力向上に向けた授業改善◎

◎ 長期休業中や放課後を利用した補充的な学習サポート（北大生による支援を含む）の実施
◎ 漢字検定、英語検定、数学検定３級以上の受検料の補助

◎

○

【広尾町の学力向上策】

生徒質問紙

学校質問紙

英語の授業において、生徒が英語に接する機会を
増やし、教室を実際のコミュニケーションの場とす
る観点から、授業を英語で行った。

「英語の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の割
合が全国を上回っている。

○ 学校生活をよりよくするために、学級活動で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法などを
合意形成できるような指導を行った。

○

○○教　　　科 英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。 英語の授業において、生徒が英語に接する
機会を増やし、教室を実際のコミュニケーショ
ンの場とする観点から、授業を英語で行った
結果、英語の勉強は大切だと思うと回答した
生徒が増え、英語の「聞くこと」が全国を上
回ったと考えられる。

○

■広尾町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：55人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■幕別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：9校、児童数：235人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○

教　　　科

○

◎

◎ 学力向上に向けた専門的事項を指導する学校教育推進員及び国際交流員による継続的な支援

小中一貫教育の推進
退職教員等の外部人材の活用による少人数指導やＴ・Ｔ、習熟の程度に応じた指導等の個に応じたきめ細かな指導の充実◎

◎
【幕別町の学力向上策】

○

児童質問紙

○

「算数の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

○

「算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを
解いてみたいと思う」と回答した児童の割合が、全
国を上回っている。

○

算数では、全ての領域で全国を上回っている。
「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応
じて、必要な語や文を見つけたり、文章や段落ど
うしの関係を考えたりしながら読んでいる」と回答
した児童の割合が、全国を上回っている。

国語では「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。

全国学力・学習状況調査等の結果を活用した授業改善及び教科等における言語活動の充実

各学校で、言語活動について、国語科だけで
はなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的
な学習の時間及び特別活動を通じて、学校
全体として取り組んだ結果、「国語の授業で
文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要
な語や文を見つけたり、文章や段落どうしの
関係を考えたりしながら読んでいる」と回答す
る児童が増え、国語の「書くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」で全国を上回ったと考えられる。

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び
特別活動を通じて、学校全体として取り組んだ」と
回答した学校の割合が全国及び全道を上回って
いる。

○ 各学校で、算数の指導として、発展的な学習
の指導を行った結果、算数の授業で新しい問
題に出合ったとき、それを解いてみたいと思
うと回答する児童が増え、算数の全ての領域
で全国を上回ったと考えられる。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

英語では「読むこと」「書くこと」の領域で全国を上
回っている。

○

全ての学校が、「数学の指導として補充的な学習
の指導を行った」と回答している。

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が全国を上回っている。

「英語の授業で、聞いたり読んだりしたことについ
て、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考
えを英語で書いたりする活動が行われていた」と
回答した生徒の割合が全国を上回っている。

○

◎
◎

【幕別町の学力向上策】

退職教員等の外部人材の活用による少人数指導やＴ・Ｔ、習熟の程度に応じた指導等の個に応じたきめ細かな指導の充実
小中一貫教育の推進

全国学力・学習状況調査等の結果を活用した授業改善及び教科等における言語活動の充実◎

学校質問紙
○ 「英語の指導として発展的な学習の指導を行っ

た」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

■幕別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、生徒数：222人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

数学では、全ての領域で全国を上回っている。

各学校で、英語の指導として発展的な学習
の指導を行った結果、英語の授業で、聞いた
り読んだりしたことについて、その内容を英語
で書いてまとめたり自分の考えを英語で書い
たりする活動が行われていたと回答した生徒
が増え、英語の「読むこと」「書くこと」で全国
を上回ったと考えられる。

教　　　科

○

◎ 学力向上に向けた専門的事項を指導する学校教育推進員及び国際交流員による継続的な支援

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回っている。

各学校で、数学の指導として補充的な学習
の指導を行った結果、数学の授業の内容は
よく分かる」と回答した生徒の割合が増え、数
学の全ての領域で全国を上回ったと考えられ
る。

○

生徒質問紙

○○
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 少人数指導や習熟度別指導による子ども一人一人に応じたきめ細かな指導体制の構築
授業改善の取組、学力向上に向けた学校経営ビジョンの設定◎

【池田町の学力向上策】

◎

◎ 実物投影機の小学校全教室への設置

児童一人一人の特性に応じた学習支援を行うための町費による臨時教員と学習・生活支援員の配置
小・中学校が連携した学習規律の指導◎

■池田町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、児童数：43人）

各学校で、算数の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、先生は、授業やテスト
で間違えたところや、理解していないところに
ついて、分かるまで教えてくれていると思うと
回答した児童が増え、算数の「量と測定」で全
国を上回ったと考えられる。

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ていると思う」と回答した児童の割合が全国及び
全道を上回っている。

○ 算数では、「量と測定」で全国を上回っている。 ○教　　　科

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組んでいたと思う」と回答した児童の割合が全国
を上回っている。

○

○ 各学校で、学級生活をよりよくするために、学
級会で話し合い、互いの意見のよさを生かし
て解決方法などを合意形成できるような指導
を行った結果、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組んでいたと思うと回答し
た児童が増えたと考えられる。

児童質問紙

学校質問紙

○

○

「算数の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

「学級生活をよりよくするために、学級会で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法などを
合意形成できるような指導を行った」と回答した学
校の割合が全国及び全道を上回っている。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

○ 数学の指導として、補充的な学習を行った結
果、授業やテストで間違えたところや、理解し
ていないところについて、分かるまで教えてく
れていると回答した生徒が増え、数学の「関
数」で全国に最も近づいたと考えられる。

国語の指導として、補充的な学習を行った結
果、国語の勉強が好きであると回答した生徒
が増え、国語の「読むこと」で全国に最も近づ
いたと考えられる。

◎
◎

【池田町の学力向上策】

小・中学校が連携した学習規律の指導
生徒一人一人の特性に応じた学習支援を行うための町費による臨時教員の配置

授業改善の取組、学力向上に向けた学校経営ビジョンの設定◎
◎ 少人数指導や習熟度別指導による子ども一人一人に応じたきめ細かな指導体制の構築

■池田町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：50人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

教　　　科

○

○ 数学では、「関数」で全国に最も近くなっている。

国語では、「読むこと」で全国に最も近くなってい
る。

英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなっている。

学校質問紙

○

〇 数学の指導として、補充的な学習を行った。

国語の指導として、補充的な学習を行った。

生徒質問紙

○

○

「授業やテストで間違えたところや、理解していな
いところについて、分かるまで教えてくれている」と
回答した生徒の割合が全国及び全道を上回って
いる。

「国語の勉強は好きだ」と回答した生徒の割合が
全国及び全道を上回っている。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

算数では、全ての領域で全国を上回っている。
○

○ 算数の指導として、実生活における事象との関連
を図った授業を行った。

○

◎

◎ 小中連携機能を生かした合同研修会の開催

ＩＣＴ活用教育促進事業の実践指定校による取組の推進
「家庭学習の手引」を活用した家庭学習の習慣化◎

「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う」と回答した児童の割合が、
全国及び全道を上回っている。

全国学力・学習状況調査の結果分析を基にした主体的な学習活動を重視した授業改善の取組◎
【豊頃町の学力向上策】

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

○

○

○ 国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回っている。教　　　科

算数の指導として、実生活における事象との
関連を図った授業を行った結果、算数の勉強
は大切だと思うと回答した児童が増え、算数
の全ての領域で全国を上回ったと考えられ
る。

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基
本的な事項を定着させる授業を行った結果、
国語の授業で学習したことは、将来、社会に
出たときに役に立つと思うと回答した児童の
割合が増え、国語の「話すこと・聞くこと」「読
むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」で、全国を上回ったと考えられ
る。

児童質問紙

■豊頃町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：23人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的
な事項を定着させる授業を行った。

学校質問紙

○

○
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の指導として、補充的な学習の指導を
行った結果、国語の授業の内容はよく分かる
と回答した生徒の割合が増え、国語の全ての
領域で、全国を上回ったと考えられる。

英語の指導として、英語を聞いて概要や要点
をとらえる言語活動を行った結果、英語を聞
いて概要や要点をとらえる活動が行われてい
たと思うと回答した生徒の割合が増え、英語
の全ての領域で、全国を上回ったと考えられ
る。

生徒質問紙

○○

○

教　　　科

○

○

〇 数学では、「図形」「関数」で全国を上回っている。

国語では、全ての領域で全国を上回っている。

英語では、全ての領域で全国を上回っている。

■豊頃町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：16人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎
◎

【豊頃町の学力向上策】

小中連携機能を生かした合同研修会の開催
「家庭学習の手引」を活用した地域全体で家庭学習の習慣化を図る取組の推進

全国学力・学習状況調査の各教科領域別の結果分析を基にした授業改善の取組◎

学校質問紙
○ 英語の指導として、英語を聞いて概要や要点をと

らえる言語活動を行った。

国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た。

○

○ 「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国及び全道を上回っている。

「英語を聞いて概要や要点をとらえる活動が行わ
れていたと思う」と回答した生徒の割合が、全国及
び全道を上回っている。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
【本別町の学力向上策】

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。 ○

各学校で、言語活動について、国語科だけで
はなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的
な学習の時間及び特別活動を通じて学校全
体として取り組んだ結果、国語の勉強は大切
だと思うと回答した児童が増え、国語の「書く
こと」で全国を上回ったと考えられる。

○

○ 「教員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板
など）などのＩＣＴを活用した授業を行った」と回答し
た学校の割合が全国及び全道を上回っている。

児童質問紙

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児童の割
合が、全国及び全道を上回っている。

各学校で、教員が大型提示装置（プロジェク
ター、電子黒板など）などのＩＣＴを活用した授
業を行った結果、算数の勉強は大切だと思う
と回答した児童が増え、算数の「図形」で全国
を上回ったと考えらえる。

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び
特別活動を通じて学校全体として取り組んだ」と回
答した学校の割合が全国及び全道を上回ってい
る。

全国学力・学習状況調査に基づいた検証改善サイクルの確立

◎

◎ 町派遣教員の配置によるきめ細かな指導の充実

ＩＣＴ機器の設置等の教育環境の整備
校種間連携の全町的な取組の推進◎

■本別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、児童数：50人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

学校質問紙

○

○

○
教　　　科

○

○ 国語では、「書くこと」で全国を上回っている。

算数では、「図形」で全国を上回っている。
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  【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

全国学力・学習状況調査に基づいた検証改善サイクルの確立
町派遣教員の配置によるきめ細かな指導の充実
校種間連携の全町的な取組の推進
ＩＣＴ機器の設置等の教育環境の整備

各学校で、数学の指導として、計算問題など
の反復練習をする授業を行った結果、数学の
授業の内容はよく分かると回答した生徒の割
合が増え、数学の「数と式」「図形」「関数」で、
全国を上回ったと考えられる。

○ 各学校で、英語を聞いて概要や要点をとらえ
る言語活動を行った結果、英語を聞いて概要
や要点をとらえる活動が行われていたと思う
と回答した生徒の割合が増え、英語の全ての
領域で、全国を上回ったと考えられる。生徒質問紙

○○

○教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」で全国を上回っている。

数学では、「数と式」「図形」「関数」で全国を上回っ
ている。

〇 英語では、全ての領域で全国を上回っている。

■本別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：44人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎
◎

【本別町の学力向上策】
◎

学校質問紙

◎

○ 全ての学校が、「英語を聞いて概要や要点をとら
える言語活動を行った」と回答している。

全ての学校が、「数学の指導として、計算問題など
の反復練習をする授業を行った」と回答している。

○

○ 「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

「英語を聞いて概要や要点をとらえる活動が行わ
れていたと思う」と回答した生徒の割合が、全国及
び全道を上回っている。

○
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■足寄町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：56人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

全ての学校が、「国語の指導として、漢字・語句な
ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行っ
た」と回答している。

学校質問紙

○

○○

○
教　　　科

各学校で、国語の指導として、漢字・語句など
基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行った結果、国語の授業は好きだと回答した
児童が増え、国語の「読むこと」で全国に最も
近づいたと考えられる。

○

◎

◎ 学習支援員の継続的配置による個に応じた指導の充実

学社連携の観点での生活習慣の見直し、家庭学習・読書習慣の啓発
義務教育９年間を見通した小・中連携による「学習の約束」の徹底◎

○ 国語では、「読むこと」で全国に最も近くなってい
る。

算数では、「図形」で全国に最も近くなっている。
○

○ 全ての学校が、「算数の指導として、補充的な学習
を行った」と回答している。

児童質問紙

「国語の授業は好きだ」と回答した児童が、全国及
び全道を上回っている。

各学校で、算数の指導として、補充的な学習
を行った結果、算数の問題の解き方が分から
ないときは、諦めずにいろいろな方法を考え
ると回答した児童が増え、算数の「図形」で全
国に最も近づいたと考えられる。

足寄町学力向上推進プランに基づいた、学習量の確保と個に応じたきめ細かな指導や補充的な学習の充実◎
【足寄町の学力向上策】

「算数の問題の解き方が分からないときは、諦め
ずにいろいろな方法を考える」と回答した児童が、
全国を上回っている。
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　【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。
○ 「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒

が、全国及び全道を上回っている。

「英語を聞いて概要や要点とらえる活動が行われ
ていたと思う」と回答した生徒が、全国及び全道を
上回っている。

国語の指導として、発展的な学習の指導を
行った結果、国語の授業の内容はよく分かる
と回答した生徒が増え、国語の「伝統的な言
語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回ったと考えられる。

学校質問紙

英語の指導として、英語を聞いて概要や要点
をとらえる言語活動を行った結果、英語を聞
いて概要や要点とらえる活動が行われていた
と思うと回答した生徒が増え、英語の「聞くこ
と」で全国を上回ったと考えられる。

○
○

○ 英語の指導として、英語を聞いて概要や要点をと
らえる言語活動を行った。

国語の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た。

■足寄町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：52人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎ 学社連携の観点での生活習慣の見直し、家庭学習・読書習慣の啓発

生徒質問紙

○○

○

教　　　科

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国を上回っている。

◎
◎

【足寄町の学力向上策】

学習支援員の継続的配置による個に応じた指導の充実
義務教育９年間を見通した小・中連携による「学習の約束」の徹底

足寄町学力向上推進プランに基づいた、学習量の確保と個に応じたきめ細かな指導や補充的な学習の充実◎
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学校質問紙

○

算数の指導として、補充的な学習の指導を
行った結果、算数の授業の内容はよく分かる
と回答した児童が増え、算数の「数量関係」が
全国に最も近づいたと考えられる。

「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりする
とき、うまく伝わるように理由を示したりするなど、
話や文章の組立てを工夫している」と回答した児
童が、全国を上回っている。

◎

◎ 小中一貫教育の推進

土曜授業の推進
地域の教育資源を生かした学校支援やふるさと教育の推進◎

少人数指導や習熟度別学習等個に応じた指導の充実◎
【陸別町の学力向上策】

「算数の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
が、全国を上回っている。

○

○

○

○

国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た。

算数の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た。

児童質問紙

○ 国語では、「書くこと」で全国に最も近くなっている。

算数では、「数量関係」で全国に最も近くなってい
る。

■陸別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：15人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

教　　　科

国語の指導として、補充的な学習の指導を
行った結果、国語の授業で自分の考えを話し
たり書いたりするとき、うまく伝わるように理由
を示したりするなど、話や文章の組立てを工
夫していると回答した生徒が増え、国語の「書
くこと」で全国に最も近づいたと考えられる。

○
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　【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

英語では、「読むこと」「聞くこと」で全国を上回って
いる。

○ 「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国及び全道を上回っている。

「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役立つと思う」と回答した生徒の割合が、全
国を上回っている。

国語の指導として、様々な文章を読む習慣を
付ける授業を行った結果、国語の授業の内容
はよく分かると回答した生徒が増え、国語の
「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項」で全国を上回ったと
考えられる。

英語の指導として、聞いたり読んだりしたこと
について、生徒同士で英語で問答したり意見
を述べ合ったりする言語活動を行った結果、
英語の授業で学習したことは、将来、社会に
出たときに役立つと思う回答した生徒が増
え、英語の「読むこと」「聞くこと」で全国を上
回ったと考えられる。

学校質問紙

○

○

○ 英語の指導として、聞いたり読んだりしたことにつ
いて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ
合ったりする言語活動を行った。

国語の指導として、様々な文章を読む習慣を付け
る授業を行った。

■陸別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：12人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎ 土曜授業の推進

生徒質問紙

○○

○

教　　　科

◎
◎

【陸別町の学力向上策】

小中一貫教育の推進
地域の教育資源を生かした学校支援やふるさと教育の推進

朝と放課後の個別指導の充実◎

国語では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。
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【児童質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■浦幌町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：38人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

「国語の指導として、様々な文章を読む習慣をつ
ける授業を行った」と回答した学校の割合が、全
国及び全道を上回っている。

学校質問紙

○

○○

○
教　　　科

○

○ 国語では、「読むこと」で全国に最も近くなってい
る。
算数では、「図形」で全国に最も近くなっている。

各学校で、国語の指導として、様々な文章を
読む習慣をつける授業を行った結果、国語の
授業の内容はよく分かると回答した児童が増
え、国語の「読むこと」で全国に最も近づいた
と考えられる。

◎

◎ 放課後や長期休業期間中の学習サポートの実施

ＩＣＴ機器の効果的な活用◎
◎ 小中合同の研修会や乗り入れ授業の実施

保護者や地域と危機意識等を共有した「浦幌教育の日」の取組や、学校支援地域本部事業、浦幌スタイルの教育、小中一貫
コミュニティ・スクールの取組の推進

全国学力・学習状況調査結果分析及び課題を明確にした数値目標の設定による検証改善サイクルの確立◎
【浦幌町の学力向上策】

「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるよ
うにノートに書いている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

○

○ 全ての学校が、「算数の指導として、補充的な学
習の指導を行った」と回答している。

児童質問紙

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が、全国を上回っている。

各学校で、算数の指導として、補充的な学習
の指導を行った結果、算数の授業で問題の
解き方や考え方が分かるようにノートに書い
ていると回答した児童が増え、算数の「図形」
で全国に最も近づいたと考えられる。
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　【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒質問紙

○○

○

国語では、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」で全国を上回っている。

教　　　科

○ 英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。

■浦幌町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：29人）

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎
◎

【浦幌町の学力向上策】

放課後や長期休業期間中の学習サポートの実施
小中合同の研修会や乗り入れ授業の実施

全国学力・学習状況調査結果分析及び課題を明確にした数値目標の設定による検証改善サイクルの確立◎

学校質問紙
○ 「英語の指導として、発展的な学習の指導を行っ

た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

「国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○

数学では、「数と式」「図形」「資料の活用」で全国
を上回っている。

○ 「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

「授業では、聞いたり読んだりしたことについて、そ
の内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英
語で書いたりする活動が行われていたと思う」と回
答した生徒の割合が、全国を上回っている。

各学校で、国語の指導として、書く習慣を付
ける授業を行った結果、国語の授業では、目
的に応じて、自分の考えを話したり書いたりし
ていると回答した生徒が増え、国語の「書くこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」で全国を上回ったと考えられる。

○

○ 各学校で、英語の指導として、発展的な学習
の指導を行った結果、授業では、聞いたり読
んだりしたことについて、その内容を英語で書
いてまとめたり自分の考えを英語で書いたり
する活動が行われていたと思うと回答した生
徒が増え、英語の「聞くこと」で全国を上回っ
たと考えられる。

◎ ＩＣＴ機器の効果的な活用
◎ 保護者や地域と危機意識等を共有した「浦幌教育の日」の取組や、学校支援地域本部事業、浦幌スタイルの教育、小中一貫

コミュニティ・スクールの取組の推進
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